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WHO自殺報道ガイドライン
「するべきこと」「してはいけないこと」



自己紹介
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「Yahoo!ニュース エキスパート」より https://news.yahoo.co.jp/expert/authors/yamaderakaoru
コラム「自殺報道をどう伝えるか～記者から対策現場に移った私が考えたこと」の連載をスタート

https://news.yahoo.co.jp/expert/authors/yamaderakaoru


WHO自殺報道ガイドラインとは？

「するべきこと（Dos）」
「してはいけないこと（Don’ts） 」
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本日お伝えしたいこと



「WHO自殺報道ガイドライン」とは？

 対象：ジャーナリスト、報道ディレクター、
編集者、校正者、フォトグラファーなど
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 世界各国の100以上の研究論文を基に作成

 目的：自殺報道の影響で自殺者数が増加する
「ウェルテル効果」を最小化し、報道が自殺
を抑止する「パパゲーノ効果」を最大化する

『自殺予防を推進するために メディア関係者に知ってもらいたい 
基礎知識 2023年版』（『Preventing suicide: a resource for media professionals, update 2023』）

 世界保健機関（WHO）作成。初版は2000年

 「するべきこと（Dos）」（６項目）と「し
てはいけないこと（Don’ts）」（８項目）を
 掲載

https://jscp.or.jp/WHO/MediaProfessionals-2023.pdf
https://jscp.or.jp/WHO/MediaProfessionals-2023.pdf
https://iris.who.int/bitstream/handle/10665/372691/9789240076846-eng.pdf?sequence=1
https://jscp.or.jp/WHO/MediaProfessionals-2023.pdf
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「ウェルテル効果」とは

メディアが有名人などの自殺をセンセーショナ
ルに報じた後、自殺者数が増える現象。1774年
にゲーテが出版した『若きウェルテルの悩み』
に由来する。

主人公のウェルテルは愛が実らず失意に陥り自
殺することになるが、その後、ヨーロッパ各地
でこの本を読み影響を受けた若者が、ウェルテ
ルと同じ方法で相次いで自殺する現象が起きた。
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メディア報道が自殺を抑止する現象。

モーツァルトのオペラ『魔笛』の登場人物であるパパ
ゲーノにちなみ、名付けられた。オペラの中でパパゲー
ノは、愛する恋人を失った喪失感や絶望により自殺を決
意するが、あることをきっかけに自殺を思いとどまる。

厳しい境遇で死にたい気持ちを抱えた人が、その危機を
乗り越える（肯定的に対処した）物語を伝えることは、
自殺を抑制する効果があるとされている。

2010年、ウィーン医科大学のトーマス・ニーダークロテンターラー
（Thomas Niederkrotenthaler)らによって提唱された。

パパゲーノ効果とは？

（JSCPまとめ）
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 記事・映像ニュースの最後
には支援サービス関連の情
報を載せるべきであり、で
きれば冒頭で提供されると
なお良い

 情報・相談先については、
質の高いものとして知られ
ているサービスを挙げるべ
きで、可能なら24 時間365 
日アクセスできるものを示
すようにする
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 有名人の死を称えることで、気づかな
いうちに社会が自殺関連行動を称賛あ
るいは奨励することがある

 自殺行為の詳細を報じたり、自殺が起
きた理由を単純化したりするよりも、
その有名人の人生や、その人が社会に
どのように貢献したか、その死が人々
にどのような負の影響を及ぼしたかに
焦点を当てる方が望ましい
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 一般の人々と同様、個々のメディア関係者
も、何らかの負の影響を受けた場合、関連
サービスに助けを求めることが推奨される

 報道機関は、メディア関係者のための必要
な支援を確保する義務がある
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 自殺関連のメディア報道において最も懸念される

 自殺に用いた手段が珍しい、または特殊な方法である場合も注意が必
要である。前例のない方法は、センセーショナルに報じられることで
容易に広まり、その拡散はソーシャルメディアにより加速される可能
性がある

 （それでも）自殺の手段を報道に含めることを決定した場合は、 見
出しや冒頭の段落、概要欄など、記事の目立つ部分ではなく、記事の
中頃に一度だけ掲載するのが最善である
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 手段の詳報と同様に、自殺
があった場所の詳細情報も
模倣自殺のきっかけになる
ことがある

 例えば橋、古いビル、崖、
列車の駅、踏切などの画像
を表示する、名称を伝える
ことなどにより、特定の場
所が「自殺現場」として有
名になってしまうことがあ
る
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 責任ある自殺報道は、自殺の手段や場所に関する言及を省き、見出
しに「自殺」という言葉を使わない

 本文記事の作成者以外の人が見出しまたは進行台本を書く場合、本
文作成者は見出しを書いた人と協力して、適切な見出しが付けられ
ているかどうかを確認することができるだろう
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